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1. はじめに 

現在,土木業界においては少子高齢化の進行によ

り十分な人員や費用が確保できていない状況であ

る．そこで，国土交通省では ICT を活用すること

で「I-Construction（アイコンストラクション）」に

よって生産性の向上を進めている状況である． 

 写真-1 のような NATM の山岳トンネルでは，覆

工コンクリートの施工を行うが，供用中に第三者に

直接見える部分であり，それに関連する損傷は第三

者に直接かかわる．そこで，将来的な維持管理コス

トの低減や第三者被害を防止するため，施工時の覆

工コンクリートの品質確保が重要となっている． 

 いずれの対象についても点検や確認の作業の効率

化，簡略化を進めることを目的として，本研究では

タブレット端末を用いた「覆工コンクリート施工状

況把握チェックシート及び表層目視評価入力システ

ム」の開発を目的とした． 

 

2. 覆工コンクリート施工状況把握システム 

2.1 施工状況把握チェックシート 

このシステムでは，NATM トンネルにおける覆工

コンクリートの施工各段階における基本事項を抽出

した施工状況把握チェックシートと，変状に対して

評価値と位置の情報を与える表層目視評価のデータ

を収集することで，施工方法の改善を検討するもの

である．施工後に，図-1に示すような PDCA サイク

ルで次スパンでの施工の改善を図り，施工中に生じ

る不具合を抑制することで覆工コンクリートの品質

確保を行い，将来的な維持管理コストの低減や第三

次被害の防止を目的とした． 

 施工状況把握チェックシートは，図-2のようにな

っており，施工の各段階における基本事項に対する

記述とチェックが行えるようになっている． 

 

写真-1 NATMの山岳トンネル 

 

 
図-1 覆工コンクリートの PDCA サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの項目を施工計画段階で確認し，施工の事前

準備に反映させ，基本事項を尊守した施工を促すこ

とを目的としている．また，トンネル特有の施工条

件や現場での技術提案事項などに対応できるように

任意に項目を追加することが可能である． 

図-2 施工状況チェックシート画面の例の項目

を施工計画段階で確認し，施工の事前準備

に反映させ，基本事項を遵守した施工を促

すことを目的としている．また，トンネル特

有の施工条件や現場での技術提案事項など

に対応できるよう任意に項目を追加するこ

とが可能となっている． 



2.2 表層目視評価入力 

 このシステムでは，覆工コンクリート施工状況の

把握後，脱型した後に施工は最適であったか確認し，

覆工コンクリートの品質を確保するためのシステム

である． 

表層目視評価シートは，図-3のようになっており，

打設ブロック毎の表層目視評価として，展開図を縦

方向 7，横方向 19 の計 133 ブロックに分割してい

る．「剥離」「気泡」「水はしり・砂すじ」「色むら・

打ち重ね線」「施工目地不良」「検査窓枠段差」「ひび

割れ・亀裂」の 7 つの評価項目について，それぞれ

表-1に示した 1~4 の点数をつけることで，位置の情

報と評価値を入力することができ，左側壁，左アー

チ，天端，右アーチ，右側壁ごとの点数の平均が表

示される．評価項目ごとに代表的な写真を 1 枚撮影

することができ，さらに別のアプリと連携させ，目

視評価での変状図を評価項目に対応した色で，記入

することが可能である．また，評価の参考として，

どの程度の損傷が，点数なのかという参考事例を確

認することも可能である． 

また，このシステムは収集したデータをサーバー

にアップロードすることで発注者，施工者，設計者，

研究者といった様々な関係者でデータの共有を行う

ことが可能である．加えて， これらのデータは，現

場で使用している様式の PDF として出力すること

が可能である．  

 

2.3 統計機能 

 収集したデータについて，リアルタイムで集計結

果を表示することが可能である．図-4は，チェック

シートの修正日であるが，他にも施工状況把握チェ

ックシートでのチェック個数，作成日，修正日，表

層目視評価での項目別平均点，作成日，スパン箇所

別合計点，修正日，総合評価点の推移などの統計を

閲覧することが可能である． 

 

3. まとめ 

 トンネルの覆工コンクリートに対して施工状況

把握を行えるシステムと表層目視評価が行えるシス

テムを開発した．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 チェックシートの修正日 

 

現在どちらのシステムも現場にて実施テストを行っ

ており，現場で出た不具合や修正意見をもとに，点

検や確認の作業の効率化，簡潔化につながるように

システムの改善を行っていきたいと考えている． 
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図-3 表層目視評価シート画面の例 

表-1 表層目視評価の評価点数基準 


